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研究成果概要 
例年、落雷現象と二次宇宙線との関係解明を目的として、乗鞍観測所の夏季開所期間

に、70 keV〜140 MeV のエネルギー範囲をカバーする結晶複合型ガンマ線検出器、およ

び電界計、環境モニター、5 台のシンチレーション検出器からなる空気シャワー観測装

置を設置し、観測を行ってきた。今年度は観測所が改修工事中で

あったため、これらの装置を用いた観測は行えなかったが、越冬

した屋外ケーブル先端の状況確認、観測所内に保管している装置

の点検、次期越冬に向けた結露対策等を実施した。また、屋外ケ

ーブル先端の防水処理として、図 1 に示すようなボックスを用い

る方法を導入した。さらに、一時的に使用可能となった電力を利

用し、小電力下での放射線測定実験を実施して、数時間にわたり

環境放射線の観測を行った（図 2、図 3）。加えて、観測所外にお

いてバッテリー駆動による試験測定を実施し、問題なくデータ取

得が可能であることを確認した。 
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図 1 屋外ケーブル

先端防水対策用ボッ

クスの設置状況 

 

 

  

 

 

 

 

図 3 NaI ガンマ線検出器（左）およびデータ取得システム

（右）。NaI ガンマ線検出器上部に平坦なプラスチックシンチ

レーション検出器を設置して測定を行った。 

 

 

 

 

 

 

図 2 屋外ケーブル先端置き場（左

丸）および検出器設置場所（右丸） 


